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放射線の健康影響等に係る研修について 

 

Ⅰ 放医研への派遣研修会（概要） 

（環境省主管事業 委託実施機関：独立行政法人 放射線医学総合研究所） 

 

１ 名称：保健医療関係者、学校教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修 

 

２ 目的 

地域において直接住民と接する機会が多い保健師、教職員等からの放射線の健康影響に関する相談

に適時、適切に助言等の対応ができる人材を育成すること 

（内閣府原子力災害対策本部からの委託事業） 

 

３ 対象者 

福島県及びその近県を中心とした地域の方で、保健師などの保健医療関係に従事している方、教職

員等の学校教育関係者、環境部門職員など自治体から推薦を受けた者 

 

４ 募集人員、研修期間等 

回数 募集定員 実施期間（３日間） 申込締切日 参 加 状 況 

１ ２０名 
平成 24年 10月 29日(月) 

－10月 31日(水) 

平成 24年 10月 4日

(木) 

一関保健所①、一関市①、

県教委① 

２ ２０名 
平成 24年 12月 3日(月) 

－12月 5日(水) 

平成 24年 11月 12

日(金) 

奥州市①、平泉町①、県

民くらしの安全課① 

３ ２０名 
平成 25年 3月 6日(水) 

－ 3月 8日(金) 

平成25年  2月 8日

(金) 
未定 

※ 岩手県配分は、３名×３回程度 

 

５ 実施場所  独立行政法人 放射線医学総合研究所 研修棟 

〒263-8555  千葉県千葉市稲毛区穴川４丁目９番１号 

〔交通：JR 総武線稲毛駅（快速停車）より徒歩約 15 分〕  

 

６ 主な研修カリキュラム 

(1) 福島第一原子力発電所の事故による環境及び食品等の現在の汚染状況を含めた放射線に関する

知識の修得 

(2) 心理的影響等も網羅した想定問題をグループ討議し、模擬発表する演習 

 

７ 受講料・交通費・宿泊費 

(1) 受講料無料 

(2) 交通費・宿泊費：放医研の旅費規程に基づき実費支給（ただし、上限あり） 
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Ⅱ 岩手県内において実施する研修（概要） 

（環境省主管事業 県は研修企画等に参画） 

 

１ 名 称：放射線による健康不安の軽減等に資する人材育成のための研修 

 

２ 目 的 

東京電力福島第一原子力発電所の事故時に放出された放射性物質による健康影響に関し、相談を受

ける可能性のある人々を対象として、国民からの相談に適切に対応できる人材を増やすこと 

 

３ 対象者 

(1) 保健医療福祉関係者 

(2) 教育関係者 

(3) その他、住民から放射線による健康影響等に関して、相談を受ける可能性のある者 

 

４ 研修概要 

(1) 実施時期：平成 24年 12月～平成 25年 3月頃 

(2) 実施回数：県内 3回（年内に 2回（盛岡市で１回、一関市又は奥州市で１回） 

年明けに１回（年内開催の申込状況を踏まえて開催地を決定） 

(3) 実施規模：50人程度／回 

(4) そ の 他：参加費無料。講師には、旅費・宿泊費、謝金を支給。 

 

５ 研修スケジュール 

時刻 (分) 実 施 内 容（イメージ） 

10:30～10:35 5 開会 

10:35～11:35 60 【講義 1】放射線による健康影響（必要に応じて、放射線の基礎知識につい

ても講義の中に入れる） 

11:35～12:00 25 質疑応答 

12:00～13:00 60 休憩・昼食 

13:00～13:20 20 【講義 2】福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の環境への放出状況

（環境汚染や食品中の放射能など）と国（あるいは地方自治体）の取り組み 

13:20～13:30 10 質疑応答 

13:30～13:50 20 【実習】グループワーク 

13:50～14:15 25 グループワークの講評_講師からのコメント 

14:15～14:25 10 休憩 

14:25～15:15 50 【講義 3】分かりやすい説明方法や不安への対処方法 

15:15～15:25 10 質疑応答 

15:25～15:30 5 閉会・アンケート記入 

 


